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―般質問は3日間にわたり14名 が行い、
当局の者え方をただしました。

間

痛 ″ 蹄 議含だよJJ屹 ″

議員の い と

行政の 一え

0岡

農
業
振
興
策
に
つ
い
て

鈴
木
幸
雄

嗣　疇刹̈
礫椰脚瑚鐵躾制

の農業振興策と地産地消は。

Ａ）
「̈
壽倒れ』嘲崇嚇い

あ
り
、
農
用
地
と
し
て
活
用
し
た

い
。
農
地
の
団
地
化
、
担
い
手
の

育
成
、
環
境
保
全
、
観
光
交
流
型

農
業
の
推
進
と
共
に
内
水
面
対
策

や
、
狩
野
川
流
下
能
力
向
上
な
ど

の
治
水
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
行

′くヽ
。ま

ご
こ
ろ
市
場
で
の
直
売
や
、

学
校
給
食
へ
の
地
元
産
食
材
の
拡

大
を
図
り
、
地
産
地
消
に
取
り
組

む
。同

　
新
規
就
業
者
支
援
は
。

適
地
適
産
で
あ
る
、
市
の
ブ
ラ

ン
ド
農
産
物
で
あ
る
イ
チ
ゴ

・
ト

マ
ト
ヘ
の
支
援
は
。

ハ
）

［
期
動
枠
皓

う へ
¨
岬
噺
「

農
家
住
宅
取
得
に
対
し
て
は
個
別

に
検
討
、
支
援
を
す
る
。
農
地
取

得
は
、
受
入
農
家
の
協
力
で
行
い

た
い
。

反
射
炉
、
伊
豆
長
岡
駅
周
辺
の

整
備
に
つ
い
て

反
射
炉
の
整
備
計
画
は
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を

兼
ね
た
歴
史
観
光
ル
ー
ト

の
計
画
を
進
め
る
中
で
、
金
谷
越

え
ル
ー
ト
の
遊
歩
道
や
案
内
板
を

考
え
る
。

管
理
施
設
と
ミ
ニ
資
料
館
を
併

設
す
る
施
設
を
平
成
二

一
年

一
〇

月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。
炉
体
の
保

全
を
図
り
、
自
然
景
観
を
生
か
し

た
周
辺
整
備
を
考
え
て
い
る
。

嗣

伊
豆
長
岡
駅
周
辺
の
整
備

活
性
化
は
。

行
政
と
地
域
住
民
と
の
協

働
で
行
い
、
観
光
や
歴
史

の
玄
関
口
と
し
て
、
地
域
生
活
の

拠
点
と
し
て
い
き
た
い
。

市
の
区
長
会
長
の
設
置
を

開・師̈
駆摯畦」を設置し

ぬ〕
制御〔肇岬［囃“はざ

し、考えてみたい。

南
條
交
差
点
改
良
事
業
と

商
店
街
の
将
来
に
つ
い
て

天

野

佐
代
里

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

千
歳
橋
ま
で
延
長
の
必
要

が
あ
る
の
で
は
。
市
民
と
の
協
調

体
制
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

ハ）
裁嘲］「は制興終．研囃

た
。
今
後
、
道
路
計
画
図
面
を
作

成
し
地
権
者
へ
の
説
明
会
を
開
催

し
、
了
解
を
得
て
用
地
買
収
や
物

件
保
証
契
約
を
進
め
、
完
了
ま
で

は
四
～
五
年
を
要
す
る
。

延
長
は
交
差
点
工
事
完
成
後
の

次
の
ス
テ
ツ
プ
と
考
え
る
。

情
報
交
換
は
必
要
で
あ
り
、
商

工
会
の
研
究
会
に
関
係
部
署
の
職

員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
協
調
体
制

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
問
題
に
つ
い
て

間・は一『榊つ区［康Ⅵ鵡̈

の状況は。

Ａ
）

呼
制
」
¨
瞥
は
議
¨
け

一 ‐

二
八
二
ア
ー
ル
、
金
額
五
七
四
万

四
〇
〇
〇
円
。
四
分
の
三
が
猪
に

よ
る
も
の
で
実
際
は
上
回
る
と
思

う
。

銃
使
用
禁
止
地
域
で
の
対

策
は
。

罠
に
よ
る
捕
獲
を
実
施
。

地
形
的
に
危
険
性
が
高
い

地
域
は
住
民
の
強
い
要
望
と
協
力

が
不
可
欠
。
緩
衝
帯
設
置

・
森
林

0間

到

韮山反射炉

南條交差点



の
整
備
保
全
な
ど
、
集
落
全
体
で

対
策
を
推
進
で
き
る
体
制
整
備
を

図
り
た
い
。

調Ｊ一り卸籟動向鋼準疇『被害

伊
豆
地
域
六
市
六
町
で
被

害
の
把
握
や
対
策
な
ど
の

情
報
交
換
、
県
に
対
す
る
要
望
活

動
、
研
修
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

調］導［翻豫̈
Ｍはい時剛。

感
染
者
が
出
た
場
合
の
対
応
と

観
光
業
者
と
の
連
携
及
び
体
制
は
。

ハ）な剛に̈
「卿臓導脚牌

に
行
動
計
画
策
定
中
。
対
策
本
部

観
光
産
業
班
で
関
係
団
体
と
連
携

し
観
光
客
対
策
を
実
施
す
る
。

感
染
拡

所
業
務

め
に
、

め
て
い

田
方
消
防
本
部
で
策
定
を

進
め
て
い
く
。
市
民
へ
の

大
予
防
策
と
し
て
、
市
役

の
継
続
を
確
実
に
す
る
た

業
務
計
画
策
定
準
備
を
進

る
。

力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が

努
力
義
務
化
さ
れ
た
が
、
市
の
対

応
計
画
は
。

ハ
）

莉
用
罐
赫
対
鰤
”
刹
椰
晴

の
設
置
は
、
今
後
の
課
題
と
と
ら

え
て
い
ま
す
。

女
性
相
談
員
の
設
置
の
必

要
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
）

］
［
康
釧
「
中
剌
婦
［
¨

経
済
的
問
題
を
含
め
た
相
談
件
数

も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

女
性
相
談
員
の
登
用
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
な
っ
て

い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
の
積
極
的
な
広
報

・

啓
発
活
動
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
）

¨
【
釧
「
［
嘲
嵯
障
¨
”

て
い
る
子
ど
も
達
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
の
で
、
今
後
、
積

極
的
な
広
報

。
啓
発
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

県
の
女
性
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
、
市

・
警
察

・
シ
ェ

ル
タ
ー
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

消
防
団
の
現
状
と
女
性
の

消
防
団
一隊
一
へ
の
参
画
に
つ
い
て

土

屋

紀

男

問　嘲剌［韻勁罐］蒙ぼ咤

均年齢は。

＾
）

時
『
一
ｔ
つ
は

、一
罐
「

人 一
ヽ

計
四

一
六
人
。
条
例
定
数
四
七

一

人
の
う
ち
、
五
五
人
の
減
少
で
あ

る
が
、
平
成
二

一
年
度
入
団
は
五

三
人
、
支
援
団
員
も
三
五
人
と
増

加
傾
向
で
あ
る
。

全
国
平
均
よ
り
九

。
一
歳
と
、

在
務
年
数
も
短
く
若
い
。

問

団
口貝
確
保
の
対
策
は
。

Ａ）
刹』罫囃】勧前日け】

援
団
員
と
し
て
活
動
す
る
制
度
を

創
設
し
、
中
途
入
団
も
可
能
と
し

て
い
る
。全

国
女
性
団
員
の
実
状
と
、

県
内
の
状
況
は
。

全
国
で
は
、　
一
一
〇
四
団
、

一
万
六
六
九
九
人
で
、
全

。
九
％
で
あ
り
、
県
内
で

八
団
、
二
一
三
人
で
、　
一
・

例影口庁議書だよ″屹 ″

調
］
嘲
刹
響
』
珊
続
計
画
策
定

　

・ハ
）

改
正
Ｄ
Ｖ
法
に
関
す
る

対
応
に
つ
い
て

柴

田

〓
一智
子

当
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
の
事

例
と
そ
の
対
応
は
。

Ｄ
Ｖ
の
相
談
窓
口

。
対
応

は
福
祉
課
が
担
当
し
て
い

ま
す
。
色
々
な
理
由
か
ら
経
済
的

に
困
難
な
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
場
合
、

生
活
保
護
担
当
も
早
期
か
ら
介
入

し
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

法
改
正
に
よ
り
Ｄ
Ｖ
基
本

計
画
の
策
定
と
配
偶
者
暴

間
シ
ェ
ル
タ
ー
と
の
連

や
支
援
に
つ
い
て
は
。

携 民下

ホ考ガ
Ⅲヘ

D∨の啓発バンフレット

は総o

(※)『消防業務継続計画策定』とは…

新型インフルエソザ等の大規模な感染によ

り、医療機関の利用件数の拡大、救急活動の

大幅な増大が予想される。そのようなとき、

通常の救急体制では対応が難し<な り、携わ

った救急隊員も感染の恐れがあるので、少な

い人数で増えた救急活動に対応しな<て はな

らな<な る。

そのため、発生前から様々な状況を想定し

て救急体制を維持継続できるように計画を策

定すること。

(※)
『DV=ド メスティック・
バイオレンス』とは…

配偶者からの暴力は、

犯罪となる行為を含む

重大な人権侵害であり、

多<の 場合女性が被害

者となつている。個人

の尊厳を害し、男女平

等の妨げとなっている。

(※)
『民間シェルター』とは…

暴力を受けた方が、一時

避難する民間の場所。

相談所や支援センター等

によって、一時保護を決定

されると、このような所に

保護される。

駆け込み寺のような役割

を持つた場所。



漏 ″ 蒻 議含だよ″屹 rF

〇
％
が
参
画
し
て
い
る
。
近
隣
で

は
、
三
島
市
、
熱
海
市
、
函
南
町

に
創
設
さ
れ
て
い
る
。

問一『澱詢嵯諄識中嶋』ｕ

ハ）
岬［̈
赫刹』鯵け微一

二摯「を一蜘〔は「社“̈
押η

間

役
割
と
活
動
内
容
は
。

ハ〕
強録時螂ｋ［詢一議『一

普
及
指
導
が
主
な
活
動
で
あ
る
。

合
併
後
の
大
仁
東
小
学
校

児
童
の
登
下
校
に
つ
い
て

間一議舞［いけは制籠̈
呻

割合は。

ハ
）

る 一
回
師
相
「
『
刹
れ
“
「

校
の
日
課
に
よ
っ
て
は
バ
ス
会
社

と
協
議
し
、
借
上
げ
バ
ス
や
教
育

バ
ス
の
配
車
も
考
え
て
い
る
。
負

担
割
合
は
、
市
が
六
五
％
を
補
助

し
、
中
学
生
と
同
様
に
保
護
者
三

五
％
。
回
数
券
の
補
助
は
、
現
在

対
象
外
と
す
る
。

問

大
型
車
の
導
入
と
、
下
校

時
の
乗
車
場
所
は
。

乗
車
人
数
に
よ
り
大
型
車

両
通
行
も
考
慮
し
、
乗
車

場
所
は
校
舎
西
側
の
バ
ス
停
か
ら

乗
車
出
来
る
よ
う
に
関
係
機
関
と

協
議
し
、
安
全
指
導
は
教
職
員
の

対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

同　勧脅嘲枷の有効利用の

ハ）
囀珈剌雌なれな赫農へ隷

『暉黎ｋ活用できればと考え
0嗣

遠
距
離
通
学
補
助
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て

鈴

木

平

一
郎

遠
距
離
通
学
補
助
基
準
の

支
援
規
定
は
。

路
線
バ
ス
に
よ
る
遠
距
離

通
学
が
必
要
と
な
る
韮
山

地
区
の
児
童
と
、
大
仁
地
区
の
児

童
が
同
様
に
な
る
よ
う
路
線
バ
ス

の
定
期
券
購
入
に
対
す
る
六
五
％

の
補
助
。
残
り
三
五
％
が
保
護
者

負
担
と
な
る
よ
う
、
現
在
の
通
学

支
援
規
定
を
本
年
度
中
に
見
直
し
、

結
論
を
出
し
ま
す
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
に
つ
い
て

間

　
帥
”
潮
崚
』
】
［
「
融
量

三
〇
〇
万
円
支
援
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
こ
の
金
額
で
は
家
の

再
建
は
、
非
常
に
む
ず
か
し
く
困

難
で
す
。
そ
こ
で
被
災
者
生
活
再

建
支
援
金
に
、
市
と
し
て
上
乗
せ

す
る
考
え
は
。

＾
）

摯
嘲
礫
漿
制
凛
］
鰊
い
』

設
及
び
購
入
、
ま
た
は
改
修
等
の

件
数
が
多
く
予
想
さ
れ
、
個
人
財

産
に
対
す
る
公
費
の
補
て
ん
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
‥
ツ
ワ
ー
ル
ド
跡
地
に

医
科
大
学
の
誘
致
を

水

口

哲

雄

嗣
剛硼蒻鰤疇蜘申中は「

学
を
誘
致
す
る
と
あ
る
。

当
市
と
し
て
も
、
こ
の
計
画
に

手
を
挙
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド

跡
地
に
誘
致
の
考
え
は
。

ハ
Ｕ

隷
辞
¨
菊
［
い

ヽ 一
一
一
議

双
方
の
利
害
や
目
的
が

一
致
す
る

な
ら
考
え
て
み
た
い
。

開
・
帝
雌
″
一
”
〔
初
わ
い
刹

れ
、
よ
り
積
極
的
な
行
動
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
。

Ａ
）

難
囀
に

高 っ
ぃ
】
ぃ
摯
¨
秘

か
ら
、
知
事
の
考
え
方
を
市
長
会

等
で
直
接
聞
い
て
み
た
い
。

道
州
制
と
広
域
合
併
に
つ
い
て

同
中剌「い日い］蒙彬帝、

る
と
思
う
が
。

ハ
）

輸
嘲
章
”
「
】
刹
〓

市
「中

町
」
の
ど
ち
ら
も
あ
り
え
る
と
考

え
る
。
但
し
、
合
併
の
前
段
階
で

近
隣
市
町
と
の
連
携
を
深
め
る
手

※

段
と
し
て
、

あ
る
。

定
住
自
立
圏
構
想
が

嗣

囀
へ 部
靱
¨
呻
鈍
れ
『
畑
奪

が
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は
し
て

い
る
か
。

校舎西側のバス停

(※)『定住自立田構想』とは…

定住自立圏構想とは、平成の大合併

の終了に伴い総務省が提唱する事業で

ある。

周辺市町村が、教育 ・消防 。医療 。

観光などから、一つのテーマについて

対等の関係で協定を結び、互いの連携

を密にして事業を展開することである。

互いに事業の中心となれるテーマで連

携し、合併に代わる合併と同様な効果

をねらうものである。

具
体
的
に
は
ま
だ
し
て
い



麓 塑 蒻 臓婁だよ″屹 rF

ス
ポ
ー
ツ
ワ
‥
ル
ド
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て

古

屋
鋭

治

洲
一
開
剛
馨
剌
Ｍ
日
鎌
却
¨
回

分
と
広
い
。
跡
地
利
用
の
基
本
的

考
え
は
。
ま
た
、
市
民
を
含
め
た

検
討
委
員
会
の
設
置
を
。

０

鴻

弾

鶉

漿

鱚

実
し
て
お
り
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

広
大
な
敷
地
を
民
間
へ
の
売
却

も
含
め
、
市
の
発
展
に
つ
な
が
る

開
発
用
地
と
し
た
い
。
今
年
度
は
、

企
業
誘
致
の
可
能
性
を
調
査
中
で

あ
る
。

検
討
委
員
会
設
置
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
方

針
を
定
め
た
い
。

伊
豆
市
と
の

広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
つ
い
て

間　確理礫義日珠岬諄］知

候
補
地
見
直
し
の
取
り
組
み
経

過
と
該
当
地
区
名
等
の
説
明
を
。

昨
年
六
月
か
ら
、
二
市
の

準
備
会
で
候
補
地
の
精
査

を
行
な
い
、
地
域
の
理
解
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
こ
の
中
で
、

候
補
地
は
伊
豆
の
国
市
内
で
検
討

し
た
い
と
伝
え
て
き
た
。

従
っ
て
二
市
の
決
定
事
項
で
は

な
い
。
該
当
地
域
に
理
解
い
た
だ

け
る
よ
う
情
報
提
供
し
て
き
た
。

し
か
し
、
今
年
三
月
末
に
建
設

反
対
決
議
書
が
提
出
さ
れ
た
。
現

在
、
懸
念
さ
れ
て
い
る
事
故
に
対

す
る
市
の
考
え
方
等
を
説
明
し
、

理
解
を
求
め
て
い
る
。

場
所
に
つ
い
て
は
明
言
を
避
け

た
い
。

大
仁
東
小
の
大
仁
小
へ
の
統
合

問
題
に
つ
い
て

開・靭礎に嗽̈
】かにい幸ヽ

閉
校
式
の
設
定

。
日
程
等
の
考
え

ま

。。

な

許

只 、し

話

縞

負
担
六
五
％
）
と
す
る
。
す
で
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
は
説
明
済
み
。

通
学
費
保
護
者
負
担
は
、
浮
橋

・

田
原
野

。
長
者
ヶ
原

・
下
畑
は
こ

れ
ま
で
よ
り
は
少
な
く
な
る
。

バ
ス
停
は
、
大
仁
小
学
校
前
を

検
討
し
て
い
る
。

閉
校
式
は
、
三
月
二
〇
日

（土
）

の
予
定
。

／

堀
越
保
育
園
建
直
し
後
の

跡
地
利
用
は

渡
邊
俊

一

調
一
割
醸
［
導
い
「
脚
¨
腕
訓

園
の
移
転
お
よ
び
新
築
が
決
ま
り

ま
し
た
。
移
転
後
の
跡
地
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
利
用
を
考
え
て

い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

賃
貸
契
約
書
の
通
り
、
更

地
に
し
て
お
返
し
す
る
予
定
で
い

ま
す
。

調
Ｊ一り
凍
¨
秘
痢
ｍ
一
』
藁
［
康

続
す
る
幅
四
メ
ー
ト
ル
の
道
路
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
家
も
建

て
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
売
却
も
出
来

ま
せ
ん
。
地
主
と
交
渉
し
て
道
路

を
広
げ
て
か
ら
返
却
す
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

Ａ
）

「
け
れ
な
獣
潮
〔
嘲
嘲
い

退
（道
路
中
心
か
ら
ニ
メ
ー
ト
ル
）

し
て
も
ら
え
な
い
の
で
、
そ
の
よ

う
な
地
元
の
皆
さ
ん
の
機
運
が
高

ま
れ
ば
、
出
来
る
所
か
ら
広
げ
て

い
く
し
か
な
い
の
か
な
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。

今
後
の
洞
川
内
水
対
策
に
つ
い
て

間

　
新
笏
¨
『
〔
一
嘲
嚇
Ｍ
¨

多
く
の
雨
が
降
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
短
時
間
に
集
中
し
て
降
る

雨
水
を

一
時
的
に
貯
水
し
、
時
間

を
遅
ら
せ
て
か
ら
排
水
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考

え
は
。

Ａ
）

は
制
『
↑
嘲
中
い
嘲
轟
¨

が
、
水
を
貯
め
る
だ
け
の
施
設
で

は
な
く
、
例
え
ば
普
段
は
フ
ッ
ト

サ
ル
が
出
来
る
よ
う
な
形
で
使
用

出
来
れ
ば
良
い
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
降
雨
の

一
番
激
し

い
時
間
は
約
二
時
間
で
す
か
ら
、

心
情
の
面
も
含
め
て
考
え
ま
す
と
、

上
流
部
に

一
カ
所
、
四
日
町
近
く

に

一
カ
所
ぐ
ら
い
出
来
る
と
良
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

大仁東小学校 最後の運動会

四日町排水機場



重
症
心
身
障
が
い
児
一者
一

通
所
施
設
建
設
支
援
に
つ
い
て

後

藤

員

一

rrl

市
内
の
重
症
障
が
い
者
数

と
現
在
の
生
活
実
態
は
。

三
二
名
で
、
生
活
実
態
は
、

支
援
学
校

・
施
設
入
所

・

介
護
施
設

。
在
宅

・
入
院
等
で
あ

る
。

開・牌導瑯向［『嘲は制崚

設は。
ハ
）

［
瑯
則
は
『
勤
鰤
］
議
制

ｏ

話
が
あ
れ
ば
協
力
を
し
て
い
き
た

い
。
市
内
の
施
設
は
、
前
向
き
に

考
え
て
行
き
た
い
。

定
例
記
者
会
見
と

定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

同　雌珈規希任期”漁』い、

ズムと定住自立圏構想とは。

ハ
）

」
な
い
「
赫
嘲
Ч
絲
素
量

カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
高
度
医

療
受
診
を
内
容
と
し
た
中
国
人
富

裕
層
向
け
観
光
旅
行
商
品
で
あ
る
。

定
住
自
立
圏
構
想
と
は
、
周
辺

市
町
が
協
定
を
結
び
、
連
携
を
密

に
し
て
事
業
展
開
す
る
こ
と
で
あ

る
。

開・に時神莉わ崚罐“喧錮

が
、
順
天
堂
病
院
移
転
の
話
は
。

Ａ）
“』（「いい際̈
聾』

は
、
き
ち
っ
と
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

防
災
の
再
点
検
に
つ
い
て

問・剛轟践期に隷̈
鋤Ｏ̈

きでは。
ハ〕
囃鐵制̈
中」はけにれ、

見
直
し
、
修
正
を
し
た
い
。

開
・
嘲
り
［
申
″
審
［
”
鐵
岬

備
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ハ）
刹ゆれつ練疇利峰」とら

高
齢
者
等
要
援
護
者

へ
の
啓
発

を
図
り
、
で
き
る
だ
け
市
民

へ
Ｐ

Ｒ
し
た
い
。

危 塑 蒻 議菫だよJ/屹 ″

観
光
振
興
に
つ
い
て
の
施
策
に

市
民
参
加
を

鳥
居
松
彦

調
・
［
舞
¨
引
っ
［
嚇
喉
皐
畔

と
の
対
話
の
中
で
、
伊
豆
の
国
市

の
観
光
振
興
に
対
す
る
発
言
が
多

く
、
観
光
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
民

の
お

一
人
お

一
人
が

「観
光
」

へ

の
意
識
を
強
め
、
関
心
を
持
続
し

て
頂
く
た
め
に
、
年
賀
ハ
ガ
キ
の

活
用
を
考
え
て
は
ど
う
で
す
か
。

市
民
の
大
多
数
の
方
が
時
期
を

同
じ
く
し
て
大
量
に
使
用
す
る
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
対
象
と
な
る

人
達
は
、
近
隣
か
ら
全
国
く
ま
な

く
幅
広
く
分
布
し
て
い
る
心
の
通

じ
合
っ
た
人
々
で
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
の

具
と
し
て
は
、
量

・
質
共
に
最
高

の
も
の
と
思
う
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

最
大
の
利
点
は
、
面
倒
な
仕
事
を

依
頼
す
る
の
で
は
な
く
、
年
賀
の

挨
拶
と
し
て
誰
も
が
行
う
年
中
行

事
の
中
に
織
り
込
む
も
の
で
あ
っ

て

「労
少
な
く
効
多
い
」
も
の
と

言
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
伊
豆
の
国
市
に
住
む
全

て
の
市
民
の
皆
様
に

「伊
豆
の
国

市
の
観
光
大
使
」
に
な
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
呼
び
か
け
ま
す
。
応
諾

を
得
ら
れ
た
方
に
は
、
そ
の
方
の

年
賀
ハ
ガ
キ
に
当
市
が
用
意
し
た

ハ
ガ
キ
を
購
入
し
て
使
用
し
て
頂

き
ま
す
。
ハ
ガ
キ
に
は
当
市
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
邪
魔
に
な
ら
な
い

形
で
印
刷
し
て
お
き
、
そ
の
施
設

の
入
場
は
年
内
無
料
と
し
ま
す
。

Ａ
）

」
に
い
″
¨
議
鰤
ｎ
ギ
諭

名
人
に
お
願
い
す
る
の
が

一
般
的

で
あ
る
の
で
、
別
な
名
称
を
考
え

た
い
で
す
。
年
賀
ハ
ガ
キ
活
用
に

関
し
て
は
、
近
隣
市
町
で
実
施
し

て
い
る
例
が
あ
る
の
で
、
そ
の
実

態
調
査
を
し
て
、
費
用
対
効
果
を

見
て
考
え
ま
す
。

長
岡
北
小
学
校
で
は
毎
年
の
修

学
旅
行
で
、
イ
チ
ゴ
の
苗
を
東
京

上
野
公
園
で
無
料
配
布
す
る
な
ど
、

観
光
大
使
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

「高
額
医
療
・高
額
介
護
」

含
算
制
度
に
つ
い
て

山

下

孝

志

同

旺
囀
々
勧
確
胸
輌
“
¨
“

世
帯
の
負
担
を
軽
く
す
る
新
制
度

の
詳
細
な
説
明
を
。

ハ
）

動
嘲
敬
』
い
れ
わ
静
婦
は

己
負
担
を
、
年
間
の
限
度
額
を
超

え
た
場
合
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で

す
。問

対
象
者

。
世
帯
数

。
支
援

総
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

市
で
保
有
し
て
い
る
資
料

だ
け
で
は
答
え
が
で
き
な

い
。

国

保

分

は
、

広

域

連

合

で
管

理

し

て

お

り

、
　

〓

一
月

頃

ま

で

に

防災グッズ

e,



妬 塑 蒻 議金だよ ″屹 rF

は
対
象
者
が
出
て
く
る
。

対
象
者
に
対
す
る
告
知
、

払
い
戻
し
手
順
は
ど
の
様

に
行
わ
れ
る
の
か
。

し
ん
せ
い

も

ハ
）

［
瑞
赫
¨
崚
鋤
囃
】
¨
」

知
、
国
保

・
後
期
高
齢
者
医
療
の

世
帯
へ
の
通
知
も
検
討
し
て
い
る
。

旧
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド
跡
地

ゴ
ル
フ
練
習
場
の
活
用
に
つ
い
て

同　【いけ融岬彬”剛脚融

っ
て
い
る
の
か
。

ハ
）

劃
晴
嘲
剛

ヽ
（睛

鐸
悧
］
け

工
作
物
の
解
体
工
事
を
発
注
し
て
、

平
成
二
三
年
三
月
完
了
を
予
定
し

て
い
る
。
活
用
方
法
は
ま
だ
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
。

誰
も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
介
護
保
険
に

三

好

陽

子

同
　一介疇螂轍れに帯観か、

体
の
状
態
に
変
化
が
な
い
の
に
介

護
度
が
軽
く
判
定
さ
れ
、
サ
ー
ビ

ス
量
が
減
り
困
っ
て
い
る
方
が
い
る
。

市
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
な

ど
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と
思

う
が
。

ハ
）

］
疇
科
噸
一
に

単 一
¨
¨
判

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
方
は

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
医
療
の
安
定
的
確
保
の
た
め

積
極
的
に
行
動
す
べ
き

問

　
嚇
「
¨
罐
漱
瑕
働
』
』

‐こ 実

起
き
て
い
る
医
師

・
看
護
師
不
足

に
よ
る
自
治
体
病
院
の
危
機
な
ど

が
あ
り
、
市
民
か
ら
不
安
な
声
が

あ
る
。

今
後
も
安
心
し
て
医
療
が
受
け

ら
れ
る
た
め
の
取
組
む
べ
き
課
題
は
。

ハ）
宅一中は無〔却神「̈
難

援
で
あ
る
。
在
宅
医
療
も
含
め
、

地
域
医
療
に
つ
い
て
今
後
、
田
方

医
師
会
や
市
内
の
医
療
機
関
な
ど

と
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

医
師
の
安
定
的
確
保
の

一

つ
の
方
策
と
し
て
、
奨
学

金
制
度
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思

う

が
。ＡＵ）秘つなものと考えてい

県
の
地
域
医
療
再
生
計
画
は
、

医
師
確
保
対
策
と
し
て
、
奨
学
金

の
活
用

・
拡
充
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
も
、
医
師
の
奨

学
金
制
度
の
充
実
を
県
に
お
願
い

し
て
い
き
た
い
。

学
童
保
育
は
四
年
生
以
上
も

受
入
れ
を

入
所
希
望
が
増
え
る
中
、

施
設
整
備

。
拡
充
が
図
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
対
象
は
三

年
生
ま
で
で
あ
り
、
保
護
者
か
ら

「安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、
四
年

生
以
上
も
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
」

の
要
望
が
あ
る
が
。

ハ）
師̈
噺濤は崚嚇“Ⅵに

護
者
の
意
見

や
市
内
の
各

施
設
の
状
況

も
勘
案
し
検

討
し
て
い
き

た
い
。

「核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」

決
議
後
の
諸
課
題
に
つ
い
て

高

橋

公

一

問

　
計
刹
い

「
合

い
」
粒
嚇
同
¨

和
都
市
宣
言
」
が
決
議
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
後
、
宣
言
が
意

味
す
る
市
と
し
て
の
具
体
的
な
諸

施
策
が
見
え
て
来
ま
せ
ん
。
平
和

都
市
宣
言
の
伊
豆
の
国
市
に
ふ
さ

わ
し
い
今
後
の
取
り
組
み
は
。

ハ
）

』
詢
［
雌
獣
赫
赫
峰
い
議

を
議
決
し
た
こ
と
は
、
新
市
と
し

て
大
変
意
義
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
四
年
間
は
、
三
町
が
合
併

し
新
市
に
引
き
継
が
れ
た
種
々
の

問
題
や
課
題
の
解
決
に
市
政
の
多

く
の
時
間
を
さ
く
こ
と
に
な
り
、

平
和
宣
言
市
と
し
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
形
と
し

て
の
施
策
は
余
り
行
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

今
後
は
、
平
和
を
希
求
す
る
市

と
し
て
教
育
委
員
会
と
も
協
議
を

し
な
が
ら
、
具
体
的
な
施
策
を
検

討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ヒ
プ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

公
的
な
助
成
制
度
を

生
後
三
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

子
ど
も
に
と
っ
て
最
も
恐

ろ
し
い
病
気
が

「細
菌
性
髄
膜
公

で
す
。
こ
の
感
染
症
に
最
も
有
効

的
な
対
策
は
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
化
で
す
。
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

は
、
基
本
的
に
四
回
接
種
し
ま
す

が
、
日
本
で
は
任
意
接
種
の
た
め

一
〇
〇
％
自
費
と
な
り
、　
一
回
七

〇
〇
〇
円
か
ら
八
〇
〇
〇
円
で
四

回
で
は
三
万
円
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

市
で
は
公
的
な
助
成
制
度
を
導
入

す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ
）

け
権
ｒ

ヘ ヒ
け
”
″
舞
”
］

え
、
安
全
性
が
明
ら
か
に
な
り
、

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
安
定
し
た
時

に
は
、
国
や

県
の
状
況
を

把
握
し
市
の

疾
病
状
況
を

見
な
が
ら
検

討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
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就
学
援
助
制
度
の
周
知
を

田

中

正

男

嗣

　
嘲
時
嗜
”
雌
議
脚
』
蜘
動

小
中
学
生
の
家
庭
に
対
し
て
、
学

用
品
、
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な

ど
を
免
除
す
る
就
学
援
助
制
度
が

あ
る
が
、
入
学
時
だ
け
の
案
内
で

な
く
、
毎
年
全
保
護
者
に
制
度
の

周
知
と
積
極
的
な
支
給
を
。

小
中
学
校
の
入
学
案
内
と
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載

せ
て
い
る
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
担
任
を
通

し
て
申
請
し
て
い
る
。
毎
年
の
全

保
護
者
へ
の
周
知
は
前
向
き
に
検

討
す
る
。

真
如
排
水
の
改
良
で
浸
水
対
策
を

嗣　雌剌脚駆胸罐［嘲秘れ、

サ
イ
ホ
ン
で
抜
け
て
い
る
上
、
日

径
が
小
さ
い
た
め
は
け
切
れ
ず
、

大
雨
に
は
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
。

改
良
の
見
通
し
は
。

県
と
市
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
で
は
、
洞
川
の
下
流

部
と
真
如
地
区
に
調
整
池
を
設
け

る
計
画
。
サ
イ
ホ
ン
の
改
良
は
、

そ
の
後
の
協
議
で
同
意
を
得
て
い

き
た
い
。

市
の
情
報
を
携
帯
へ
一
斉
送
信
を

問　［̈
・ら構帝オ』動りい

情
報
は
、
広
報
や
同
報
無
線

・
回

覧
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
迅

速
で
正
確
に
伝
わ
る
一
斉
メ
ー
ル

送
信
を
、
希
望
す
る
市
民
の
携
帯

電
話
に
送
信
に
し
て
は
ど
う
か
。

ＡＵ・動設け嘲識れには峙謝

齢
者
や
障
害
者
を
重
視
し
た
い
。

携
帯
メ
ー
ル
送
信
は
他
の
有
効

利
用
も
含
め
慎
重
に
検
討
す
る
。 真如排水

平
成
二
一
年
九
月
定
例
会
に
お
い
て
、

議
会
の
機
能
を
充
実
さ
せ
、
開
か
れ
た

市
議
会
と
し
て
議
会
活
動
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、

「議
会
改
革
調
査
検
討
特

別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

当
委
員
会
で
の
調
査
検
討
事
項
は
、

次
の
四
点
で
あ
る
。

（１
）
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

（２
）
政
務
調
査
費

・
会
派
に
つ
い
て

（３
）
議
会
の
公
開
及
び
情
報
発
信
に

向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

（４
）
議
会
改
革
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て

議
会
が
責
務
を
果
た
す
た
め
の
ル
ー

ル
づ
く
り
や
活
発
な
活
動
と
情
報
の
発

信

・
開
示
が
で
き
る
よ
う
に
、
九
名
の

委
員
が
調
査
検
討
に
あ
た
る
。

期
間
は
、
調
査
検
討
の
終
了
す
る
ま

で
で
あ
る
が
、
お
よ
そ
二
年
を
目
途
と

す
る
。

期
間
中
に
は
、
全
員
で
の
討
議
や
研

修
会
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
次
の
九

名
で
あ
る
。

（委

員

長
）

（副
委
員
長
）

（委

　

員
）

鈴 土 松 柴 古 三 水 板 鳥

⌒ 木 屋 下 田 屋 好 口 垣 居
川頁
不 平 紀 善 三 鋭 陽 哲 紀 松
同 一   智V郎

男 洋 子 治 子 雄 夫 彦
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9月 定例会で審議された平成20年度決算認定、閉会中の事務調査についての
各常任委員会の報告です。

総
務
委
員
会

平
成

二
〇
年
度

一
般
会
計

歳

入
歳
出
決
算

の
認
定

■
電
子
市
役
所
推
進
事
業
と
は

市
民
が
使
う
貸
出
施
設
を
予
約

す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
今
年
の
九
月

か
ら
使
用
開
始
さ
れ
た
。
す
で
に
、

一
月
の
予
約
が
始
ま
り
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ
ン
で
も
、
空
き
施
設
の

検
索
が
で
き
、
無
理

・
無
駄
な
く

申
請
が
で
き
る
。

■
北
江
間
財
産

区
と
は

昭
和
二
九
年
、
旧
江
間
村
と

旧
伊
豆
長
岡
町
と
の
合
併
時
、
自

治
法
上
に
基
づ
い
た
特
別
地
方
公

共
団
体
と
し
て
の
財
産
区
を
設
立

し
た
。
そ
れ
を
引
き
継
い
で
い
る
。

長
塚
、
千
代
田
、
大
北
、
町
屋
の

四
区
で
あ
り
、
財
産
区
自
体
で
は

事
業
は
で
き
ず
、
市
の

一
般
会
計

予
算
で
行
う
。
二
〇
年
度
は
財
産

区
よ
り
、
事
務
費

一
〇
九
万
四
八

〇
六
円
、
事
業
費

一
、
二
四

一
万

二
、
八
三
三
円
の
繰
り
入
れ
が
あ

っ
た
。

■
浮
橋
温
泉
施
設
整
備
事
業
で

維
持
管
理
を
、
地
元
に
お
願
い

し
て
い
る
の
は

施
設
が
出
来
上
が
っ
た
時
点

で
公
設
民
営
を
考
え
て
い
る
。
浮

橋
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
中
で
、
地
域
参
加
が
絶
対
不

可
欠
な
の
で
、
協
力
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

■
本
庁
舎
等
補
修

工
事
、

一
一
一
万
五
、
九

四
〇
円
の

工
事
内
容
は

　́
身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ
を
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
用
に
改
修
を
し
た
。

■
検
査
検
収
事
務
事
業

で
、

検
査
の
結
果
は

検
査
件
数
は
合
計

一
九
七

一

件
で
あ
っ
た
。
検
査
の
採
点
割
合

は
、
監
督
員
が
四
割
、
総
括
監
督

員
が
三
割
、
検
査
員
が
四
割
の
合

計

一
〇
〇
点
で
行
な
っ
た
。　
一
件

に
文
書
注
意
を
し
た
。
他
は
工
期

内
に
完
了
し
た
。

■
青
色
パ

ト

ロ
ー

ル
車

で
の

防
犯
効
果
は

昨
年
に
比
べ
、
倍
以
上
の
運
行

状
況
で
あ
っ
た
。
地
域
ぐ
る
み
で

車
を
利
用
し
、
抑
止
を
し
て
犯
罪

は
減
っ
て
い
る
。
空
き
巣
、
忍
び

込
み
は
減
少
し
て
い
る
が
、
自
転

車
盗
が
増
え
て
い
る
。
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
は
、
伊
豆
長
岡
庁
舎
に

二
台
、
韮
山
と
大
仁
に

一
台
、
全

体
で
四
台
配
備
し
て
い
る
。

■
交
通
安
全
対
策

特
別
交
付
金
は

道
路
交
通
法
の
反
則
金
で
、

三
分
の

一
が
事
故
の
発
生
件
数
、

人
口
等
で
交
付
さ
れ
る
。
交
通
安

全
施
設
の
設
置
や
管
理
な
ど
で
、

歩
道
の
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
る
。

田
方
地
区
交
通
災
害
共
済
組
合

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

■
清
算
金
は
い
く
ら
で
、
問
題

は
な
か
っ
た
か
。

加
入
は

一
九
年
度
で
終
了
し
、

今
年
の
三
月
三

一
日
を
も
っ
て
解

散
を
し
た
。
二
〇
年
度
は
見
舞
金

の
清
算
業
務
だ
け
行
っ
た
。

清
算
金
は
二
市

一
町
三
分
の
一

均
等
で
、
二
八
〇
六
万
三
六

一
〇

円
で
、
問
題
は
な
い
。
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観
光
建
設
委
員
会

平
成
二
〇
年
度

一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

調
一
地
区
要
望
の
執
行
率
は
。

地
区
要
望
と
し
て
、
道
路

維
持
補
修
工
事
、
舗
装
補

修
工
事
な
ど
合
わ
せ
て
、　
一
億
二

〇
〇
〇
万
円
が
執
行
し
て
約
七
〇

％
程
度
の
要
望
に
応
え
た
。

調］］畔無罐嚇『業の市の

古
奈
地
区
と
韮
山
多
田
の

合
併
支
援
事
業
と
函
南
停

車
場
山
木
の
県
道
工
事
で

一
〇
％
。

開
・
『
別
鋳
薪
議
時
酬
一
印
回

草
刈
等
委
託
料
の
違
い
は
。

＾
Ｕ

脚
同
時
赫
倖
柿
剌
〔
姉
疇

を
業
者
に
定
期
的
な
清
掃
料
二
四

万

一
五
〇
〇
円
。

河
川
草
刈
等
委
託
料
は
市
内
を

流
れ
る
県
や
市
が
管
理
す
る
河
川

の
堤
防
の
除
草
を
自
治
会
に
委
託

し
た
事
業
で
六
三
〇
万
三
二
五
〇

円
、
堤
防
草
刈
等
委
託
料
は
旧

大
仁
町
に
お
い
て
ふ
る
さ
と
の
整

備
事
業
に
よ
り
国
交
省
か
ら
占
用

を
受
け
て
い
る
五
万
五
〇
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
の
草
刈
料
三
六
二
万

円
。rrl

長
岡
地
区
の
地
籍
調
査
事

業
の
実
施
は
。

今
年
度
か
ら
天
野
地
区
を

実
施
し
て
お
り
、
今
後
古

奈
地
区
に
事
業
の
展
開
し
て
い
く

計
画
で
あ
る
。

嗣

け
卿
跡
葬
拗
慟
嘲
］
噸
饂

の
期
間
は
。

）^
制型制ほ〔げはい】「

今
後
の
見
通
し
は
厳
し
い
も
の
が

あ

る
。

合
併
特
例
債
の
対
象
に
な
っ
た

場
合
は
、
合
併
を
し
た
年
度
の
翌

年
度
か
ら

一
〇
年
間
と
い
う
期
限

で
、
平
成
二
七
年
度
ま
で
が
対
象

と
な
る
期
間
。

環
境
美
化
の
ク
リ
ー
ン
キ

ヤ
ス
ト
と
は
。

市
内
の
道
路
を
中
心
と
し

た
三
地
区
七
区
間
を
わ
け
て
清
掃

を
ほ
ぼ
毎
日
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

方
で
す
。

嗣　［［Ⅷ泉の利用客の対

旅
館
組
合
等
に
も
働
き
か

け
、
宿
泊
客
や
観
光
客
向

問

紳
』
計
に
け
畔
師
ザ
】
跡

四

一
四
号
整
備
期
成
同
盟
の
活
動

状
況
は
。

＾
）

］
斑

一
〓
絲
審
漱
仲
い
【

建
設
当
時
か
ら
の
同
盟
会
で
、
す

で
に
バ
イ
パ
ス
は
完
成
し
て
い
る

が
、
東
駿
河
湾
環
状
道
路
を
バ
イ

パ
ス
に
接
続
す
る
こ
と
か
ら
同
盟

会
が
存
続
し
て
い
る
。

国
道
四

一
四
号
整
備
期
成
同
盟

会
は
、
現
在
の
海
岸
線
を
通
る
道

路
の
渋
滞
を
解
消
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
沼
津
の
八
間
道
路
か
ら

大
平
を
通
り
長
岡
中
学
校
付
近
の

伊
豆
中
央
道
あ
た
り
に
接
続
を
計

画
し
て
い
る
も
の
で
、
国
土
交
通

省
や
県
土
木
に
要
望
活
動
を
し
て

い
る
。

平
成
二
〇
年
度
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

下
水
道
整
備
率
は
。

市
全
体
で
は
現
在
六
二
％

で
、
今
後
は
立
花
、
星
和
、

立
花
台
の
下
水
道
が
市
に
移
管
さ

れ
る
と
六
四
～
六
五
％
に
整
備
率

が
上
が
る
。

平
成
二
〇
年
度
上
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定

問

上
水
道
料
金
の
一
元
化
は
。

旧
三
町
の
単
価
を
合
わ
せ

る
の
で
は
な
く
、
投
資
金

額
に
あ
わ
せ
、
こ
れ
か
ら
見
込
ま

れ
る
費
用
な
ど
を
検
討
し
単
価
を

決
め
る
必
要
が
あ
る
。

す
で
に
審
議
会
を
立
ち
上
げ
て

あ
る
の
で
水
道
基
本
計
画
、
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

検
討
に
入
る
。

観
光
建
設
委
員
視
察

七
月
二
四
日

閉
会
中
の
継
続
調
査

盆

）
江
間
地
区
上
下
水
道
事
業

東
電
と
の
共
同
施
工
に
よ
る

狩
野
川
横
断
工
事

公
し
星
和
立
花
台
分
譲
地
上
下
水

道
移
管
工
事

Ｔ
し
大

一
〇

一
号
線
拡
幅
改
良
事

業

（四
）
小
坂
北
部
都
市
下
水
路
工
事

0嗣

0」

け
の
外
湯
と
し
て
の
利
用
者
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。

問
　お稼ポート事業の効果

購
入
者
の
約
八
割
が
市
民

で
あ
り
、
飲
食
店
等
で
来

客
回
数
が
増
え
好
評
を
得
て
い
る

事
例
も
あ
る
。
今
後
も
事
業
の
普

及
拡
大
に
向
け
て
、
事
業
実
行
委

員
会
や
観
光
協
会
に
働
き
か
け
て

い
く
。問　卸はな劇際に向けて工

国
民
文
化
祭
に
関
す
る
リ

ー
フ
レ
ツ
ト
や
各
看
板
等

を
掲
げ
周
知
に
努
め
た
。
特
に
伊

豆
長
岡
駅
に
ブ
ー
ス
設
置
、
柱
巻

き
看
板
、
韮
山
駅
に
も
看
板
を
設

置
し
た
。
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福
祉
文
教
委
員
会

平
成
二
〇
年
度

一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

調．卦ぃぃ需給（倒筆赫知躊

続
支
援
Ａ
型

・
Ｂ
型
と
は
。

＾
）

釧
け
瑯
嚇
な
機
〔
悧
一
珈

島
市

。
御
殿
場
市
へ
二
人
行
っ
て

い
ま
す
。

Ｂ
型
は
雇
用
契
約
に
基
づ
か
な

い
就
労
で
、
二
七
人
の
う
ち
二
〇

人
は
も
く
せ
い
苑
に
、
七
人
は
他

の
就
労
施
設
に
。

臓一̈
』剃動制御罐赫』畔。　^
）

二
〇
年
度
に
測
量
設
計
委

託
業
務
。
二
一
年
度
に
敷

地
造
成
工
事
。
三
二
年
度
に
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
施
設
建
設
。
二
三

年
度
に
生
活
介
護
事
業
所
と
ケ
ア

ー
ホ
ー
ム
建
設
。
二
四
年
三
月
に

は
完
成
予
定
。

調Ｊ・Ｊ”つ時ツ洗日̈
「リット、

放
課
後
児
童
教
室
の
保
護

者
負
担
金
の
未
収
金
の
対

メ

リ

ッ
ト

は
、

む

し

歯

が

減

る

こ
と

で
、

非

常

に

効

果
が
あ
り
中
学
生

。
小
学
校
高
学

年
に
つ
い
て
は
、
県
下
で

一
番
む

し
歯
が
少
な
い
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

手
間
ひ
ま
が
か
か
り
授
業
の
中
に

食
い
込
む
こ
と
が
あ
る
。

フ
ツ
素
の
害
に
つ
い
て
は
、
世

界
保
健
機
構
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
も
認
め

た
方
式
で
、
国
も
県
も
推
奨
し
て

い
る
の
で
、
安
全
性
に
つ
い
て
は

問
題
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

同

嚇
鰤
幸
暑
¨
¨
伺
』
刹
嘲

比
較
状
況
は
。

古
い
合
併
前
の
分
も
あ
る

が
、
欠
損
処
分
し
て
な
い
。

分
納
計
画
等
出
来
る
だ
け
だ
し
て

い
た
だ
き
収
納
し
て
い
き
た
い
。

同

　
¨
蜘
』
は
鐸
暉
嘩
鶉
刹
』

得
し
た
と
き
の
金
額
、
先
行
取
得

の
補
助
金
の
総
額
、
こ
れ
ま
で
の

償
還
金
額
と
残
額
は
。

（
Ｕ

中
劇
［
峙
な
い
』
だ
¨
〓

東
京
急
行
電
鉄
か
ら

一
一
億

一
〇

〇
〇
万
円
で
先
行
取
得
し
て
い
る
。

利
子
込
み
で

一
二
億
四
三
八
二
万

三
八
四
四
円
。
こ
の
う
ち
国
庫
補

助
で
い
た
だ
い
て
い
る
金
額
が
八

億
九
八
四
八
万

一
〇
〇
〇
円
に
な

る
。
県
費
補
助
が
八
〇
四
三
万
五

〇
〇
〇
円
、
市
費
が

一
億
四
四
二

二
万
三
四
七
四
円
。

平
成
二
二
年
度
で
償
還
が
終
了

す
る
事
に
な
っ
て
お
り
、
残
り
は

一
億
二
〇
六
八
万
四
三
七
〇
円
に

な
る
。
取
得
面
積
は

一
万

一
三
〇

三
２ｍ
で
あ
る
。

調一″葬蓄牌いけ動鰤藉畔

対
応
は
。

＾
）

岬
嘲
一
は
４
は
肇
』
印
罐

内
容
が
変
わ
っ
た
の
で

一
九
年
度

で
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
韮
山
小
学

校
と
韮
山
中
学
校
で
出
た
が
、
現

状
に
つ
い
て
は
、
特
に
飛
散
し
た

り
落
下
す
る
事
が
な
い
の
で
平
成

二
二
年
度
に
対
応
す
る
予
定
。

幼
稚
園

・
保
育
園
職
員

・

臨
時
非
常
勤
職
員
人
件
費

事
業
が
、　
一
九
年
度
ま
で
は
各
保

育
園
ご
と
に
計
上
し
て
あ
っ
た
が

保
育
園
だ
け
ま
と
め
た
理
由
ば
。

）^
劇鶴い」中静梓裁輸う。

形
で
臨
時

・
非
常
勤
職
員
が
必
要

に
な
る
場
合
が
数
多
く
あ
る
と
い

う
事
と
、
保
育
園
の
場
合
は
途
中

か
ら
支
援
の
必
要
な
子
が
入
園
し

て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

途
中
か
ら
で
も
そ
の
子
の
た
め
に

支
援
の
非
常
勤
を

一
名
つ
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
各
園
ご
と
の
計
上
で

は
、
補
正
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
や
り
く
り
の
し
や
す
い
形
で
、

全
て
の
保
育
園
の
非
常
勤
職
員
の

賃
金
を
ま
と
め
た
。
子
供
達
の
た

め
に
早
く
支
援
員
を
つ
け
て
受
け

入
れ
を
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
全
保
育
園
を
ま
と
め
て
、

足
り
な
い
部
分
は
補
正
対
応
し
て

い
き
た
い
。

平
成

二
〇
年
度
　
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算

の
認
定

問
一
飾
螂
晴
嘲
刹
割
細
け
に
蜘

対
象
者
実
施
状
況
は
。

＾
）

［
期
け
な
は
萎
〔
』
一
摯

る
と
と
も
に
、
安
否
確
認
を
す
る
。

対
象
者
は
概
ね
六
五
歳
以
上
の

一

人
暮
ら
し
高
齢
者
と
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
、
老
衰

・
心
身
の
障
害

・

疾
病
等
の
理
由
に
よ
り
、
調
理
が

困
難
で
栄
養
管
理
の
た
め
支
援
が

必
要
な
者
。
延
べ
人
数
九
七
六
人
、

配
食
回
数
計

一
万
三
八
五
〇
食
。

問

0健

平成19年度 平成20年度

に
率寸

者
刻

象
妬

文

文 7 5 . 2 % 77.0%

交付 枚 数 に
対する使用率

82.3% 8 3 . 3 %

対 象 者 に
対する使用率

6 2 . 4 % 61.6%



産 ″ 蒻 醸書だよ″屹 rF

第 3回 定例会は、 8月 27日より9月 18日までの23日間の会期で行われ、選挙 2件 、条例改正 4件 、補正予

算 8件 、決算認定10件、諮問 1件、報告 4件 、同意外 3件 が、上程可決認定されました。

可 決 認 定 さ れ た 議 案 ― 覧

◆ 平成19年度決算における伊豆の国市健全化判断比率及び資金不足比率の報告のうち実質公債
費比率を訂正する報告について 外 3報告

◆ 伊豆の国市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

◆ 伊豆の国市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について

◆ 伊豆の国市文化財調査室の設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について

◆ 伊豆の国市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について

◆ 市道路線の廃止 ・認定について

◆ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

◆ 平成 21年 度伊豆の国市一般会計補正予算 (第3号 )
土木費 ・教育費など5億2910万円の増額補正が可決された。

◆ 平成 21年 度伊豆の国市特別会計補正予算 7会 計
【国民健康保険特別会計 (第2号 )・ 後期高齢者医療特別会計 (第1号)・ 老人保健特別会

計 (第1号)・ 介護保険特別会計 (第2号)・ 楠木及び天野揚水場管理特別会計 (第1号)・
簡易水道等事業特別会計 (第1号)・ 下水道事業特別会計 (第1号)】

◆ 平成 20年 度伊豆の国市一般会計歳入歳出決算の認定について

歳入総額172億3906万5710円、歳出総額164億9600万2248円、歳入歳出差引額7億4306万3462

円の決算が認定された。

◆ 平成 20年 度伊豆の国市特別会計歳入歳出決算の認定について 7会 計
【国民健康保険特別会計 ・後期高齢者医療特別会計 ・老人保健特別会計 ・介護保険特別会計 ・

楠木及び天野揚水場管理特別会計 ・簡易水道等事業特別会計 ・下水道事業特別会計】
◆ 平成 20年 度伊豆の国市上水道事業会計決算の認定について

◆ 平成 20年 度田方地区交通災害共済組合会計歳入歳出決算の認定について

◆ 伊豆の国市副市長の選任について (現職の山口文雄氏を再任)

◆ 三島市外五ヶ市町箱根山組合議会議員の選挙
◆ 静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙

― ― 議 員 発 議 に よ る 臓 案 ――

◆ 地方自治法第110条に基づく特別委員会の設置について (議会改革調査検討特別委員会の設置)
◆ 地方自治の継続性を守るための予算執行を求める意見書の提出について

i・」 次回議会の予定 ニマ

平成21年第 4回 12月定例会議会日程予定

12/2 議会初 日
12/3,4両 日 一般質問の予定
12/18 最終 日

水 鈴 鈴 天 鈴 後

口 木 木 野 木 藤

成 幸 照 佐 平 員
代 一

男 雄 久 里 郎 一

瞥
編
集
後
記
一

総
務
省
が
地
方
自
治
体
財
政
健

全
化
法
に
基
づ
き
、
昨
年
度
決
算

に
よ
る
自
治
体
の
財
政
状
況
を
公

表
し
た
。

財
政
破
綻
し
て
い
る
北
海
道
夕

張
市
が
、
国
の
管
理
下
で
再
建
を

目
指
す

「財
政
再
生
団
体
」
に
な

っ
た
。
大
阪
府
泉
佐
野
市
な
ど
二

一
市
町
村
は
、
自
主
的
に
財
政
立

て
直
し
に
取
り
組
む

「早
期
健
全

化
団
体
」
と
さ
れ
た
。

財
政
健
全
化
に
特
効
薬
は
な
い
。

ど
の
事
業
を
優
先
し
、
ど
の
事
業

を
断
念
す
る
か
。
い
か
に
無
駄
遣

い
の
排
除
を
徹
底
す
る
か
。
各
自

治
体
は
、
議
会
や
住
民
と
率
直
に

話
し
合
い
、
行
革
の
具
体
策
に
知

恵
を
出
し
合
っ
て
、
地
道
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

外
部
の
監
査
を
通
じ
て
、
民
間

の
視
点
や
発
想
を
取
り
入
れ
る
こ

と
も
大
切
だ
。
　
　
　
　
（水
）

委

員

長

副
委
員
長

委

　

口貝

只
特議
別会
委だ
員よ
会り
=


